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日本脳損傷者ケアリング・
コミュニティ学会
研修会
日時：12 月 2 日（土）10：00～16：
00
会場：JR 東京総合病院（東京都渋谷
区）
テーマ：伝えることから始める─私
たちの高次脳機能障害
参加者：障害のある人，家族，医
療・福祉関係者，学者，学生，その
他
参加費：1000 円
申し込み方法：氏名（フリガナ），職
種，所属機関名，連絡先を明記し，
FAX で送信。
コーチング研修会
日時：2018 年 2 月 24 日（土）9：30～
17：30
会場：日本理学療法士協会　田町
イーストウイング（東京都港区）
内容：コーチングの概要／ゼロポジ
ション／非言語的姿勢／ポジション
の重要性／傾聴のスキル／閉じた質
問／開いた質問／質疑応答
講師：新保幸洋（東邦大学理学部教
養科教育学教授）
対象：医療，行政，福祉に携わる全
専門職
定員：30 名
締切：定員になり次第
参加費：6000 円，懇親会 4500 円
申し込み方法：氏名，職種，所属機
関名，連絡先，懇親会参加の有無を
明記し，FAX で送信。
以下共通
問い合わせ：学会事務局

03-5432-9338

日本訪問看護財団
2017 年 12 月～ 
2018 年 1 月開催研修
精神障がい者の在宅看護セミナー
日時：12 月 8 日（金）～10 日（日）
会場：CIVI 研修センター新大阪東

（大阪市東淀川区）
対象：保健師，看護師，准看護師，
作業療法士（精神科訪問看護基本療
養費の届出要件を満たす 20 時間以
上の研修に対応）
内容：精神保健福祉の現状と動向／
精神科訪問看護の動向と制度活用／
精神障がい者を介護する家族支援に
ついて／精神障がい者及び家族を地
域で支えるための社会資源と制度の
活用／精神疾患と治療について／精
神科訪問看護の基礎／日常生活の援
助のポイント／精神障がい者及び介
護者家族への医療継続支援について
／精神障がい者及び介護者家族への
対人関係の援助／精神科訪問看護の
実際
講師：望月聡一郎（国際医療福祉大
学成田看護学部教授），萱間真美（聖
路加国際大学大学院精神看護学教授）， 
谷口典男（浅香山病院精神科医局精
神科院長），古市尚志（浅香山病院医
療福祉相談室副主任），冨川順子（大
阪府立大学大学院看護学研究科准教
授），佐藤美穂子（財団常務理事）
受講料：会員 2 万円，非会員 4 万円
※全講義受講者には修了証発行
病院看護師と訪問看護師の 
協働セミナー
日時：2018 年 1 月 27 日（土）
会場：ハートンホテル南船場（大阪
市中央区）
対象：訪問看護師，退院調整に関わ
る看護師，社会福祉士，介護支援専
門員など
内容：退院前支援の必要性／患者・
家族の意思決定支援／在宅ケアチー
ムとの連携のポイント／病院の看護
師と訪問看護師との協働による在宅
移行期・退院後の支援の実際／病院
看護師と訪問看護師の看看連携の促
進と地域での取り組み／困難な事例

の在宅移行支援／病院から在宅への
移行支援について
受講料：一律 8000 円
在宅での喀痰吸引・経管栄養管理
─第 3 号研修における実地指導者 
の養成セミナー
日時：2018 年 1 月 28 日（日）
会場：ハートンホテル南船場（大阪
市中央区）
対象：退院支援に従事する病棟看護
師，医療的ケアを行う介護職員との
連携および指導に携わる訪問看護師
など
内容：介護職員等による喀痰吸引等
に関する研修制度と安全管理／喀痰
吸引と経管栄養の実地研修（演習含
む）／実地研修指導者の実際
講師：安藤眞知子（財団事務局次
長），長濱あかし（財団立刀根山訪問
看護ステーション統括所長），村田
直子（財団立刀根山訪問看護ステー
ション所長）
受講料：会員 8000 円，非会員 1 万
8000 円
以下共通
問い合わせ：日本訪問看護財団
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前
5-8-2 日本看護協会ビル 5F
☎ 03-5778-7005（研修担当）

03-5778-7009
http://www.jvnf.or.jp

日本看護学教育学会
教育実践を研究に 
するためのワークショップ
日時：12 月 9 日（土）14：00～17：
00
会場：甲南女子大学 9 号館（神戸市
東灘区）
内容：SoTL（Scholarship of Teach-
ing and Learning）の基礎知識／教育
実践の研究アイディアから研究計画
へ／教育実践研究の事例
講師：佐藤浩章（大阪大学）
事例提供：大串晃弘（宝塚大学）
募集人数：100 名（先着順）
参加費：会員 1000 円，非会員 2000
円
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申し込み方法：名前（ふりがな），所
属，会員の方は会員番号，メールア
ドレスを記載の上，下記アドレスに
送信。

kenkyu2017@jane-ns.org

平成 30 年度木村看護教
育振興財団助成金等募集
海外看護研修助成
研修先：メイヨークリニック（米国
ミネソタ州ロチェスター）
応募資格：次のいずれにも該当する
者。①日本在住で看護師・助産師・
保健師のいずれかの有資格者，②看
護 実 務 経 験 が 5 年 以 上 あ り， 現
在，臨床に従事している，③心身と
もに健康，④関係所属長の推薦があ
る， ⑤ TOEIC600 点 以 上，TOEFL
の所定の点数（CBT173 点以上また
は IBT61 点 以 上 ）ま た は IELTS5.0
点以上を持っている。※日常会話と
看護の専門分野の英語力が必要。
募集人員：10 名
研修方法：研修者の目的に応じた個
別プログラムに沿った講義，実習お
よび見学による研修
研修時期・期間：2018 年 9 月中旬
から渡航日数を含めて約 3 週間
助成範囲：研修費，宿泊費，羽田空
港発着の往復渡航費
応募方法：下記ホームページの「平
成 30 年度　海外看護研修助成申込
書」に必要事項を記入の上，郵送。
応募資格⑤に記載する英語力を示す
スコア証明書の写しを同封。
申し込み締切日：2018 年 1 月 25 日

（木）必着
選考結果通知：3 月下旬
看護研究助成
助成対象：看護の質的発展・充実が
期待できる先駆的研究で，療養環境
に関わる研究など，臨床の役に立つ
未発表のもの（共同研究歓迎）。
助成研究分野：基礎看護，成人看
護，老年看護，小児看護，母性看
護，精神看護，地域看護，在宅看
護，看護管理，看護教育，その他
応募資格・要件：①日本在住の看護

職者で，臨床・地域看護に従事して
いる個人，または前者を共同研究者
に含むグループ（要件を満たさない
場合は受け付けない，教員・大学院
生のみの申し込みは対象外），②倫
理的に許される研究である，③関係
所属長の許可・推薦がある，④研究
の成果は関係学会へ発表する。
助成金額限度：1 件につき 100 万円
助成金の使途・報告：①使途には，
研究協力者経費，旅費交通費，調査
費，資料・印刷費，会議費，通信・
運搬費，機器・備品費，消耗品費等
を含む。ただし，給与形式の人件費
は対象から除外，②使途は正規の報
告書とともに報告。
応募方法：下記ホームページの「平
成 30 年度　看護研究助成申込書」
に必要事項を記入の上，郵送。
申し込み締切日：2018 年 1 月 25
日（木）必着
選考結果通知：3 月下旬
助成金の贈呈（予定）：6 月中旬
専門看護師（CNS）奨学金
支給対象：看護系大学大学院修士課
程専門看護師教育課程 2 年コース
の 2 年次進級予定者で，以下の条
件を満たしている者。①日本看護系
大学協議会により専門看護師教育課
程の認定を受けた大学院の当該課程
に在籍している，②臨床あるいは地
域看護の分野で専門看護師認定を受
けられる実務経験を満たせる。
支給額・期間：1 年間 60 万円（2018
年 4 月から翌年 3 月まで）
必要書類：①本人記載の申請書（別
紙　様式 1），②専門看護師として
の将来展望，抱負（様式自由，1200
字程度上限，A4 版），③ 1 年次前
期の成績証明書，④指導教員の推薦
書（別紙　様式 2），⑤ 3 年以上の実
務経験（全て）を証明する書類（別紙　
様式 3）
申し込み締切日：2018 年 1 月 25
日（木）必着
選考結果通知：3 月下旬
以下共通
申し込み書送付先：木村看護教育振
興財団

〒113-0033　 東 京 都 文 京 区 本 郷
5-25-14　本郷竹下ビル 8 階
※選考結果通知のため，申し込み者
の住所，氏名を記入した返信用定型
封筒（82 円切手貼付）を同封。
☎ 03-5800-2700

03-5800-0022
kimura-info@nurseed.jp
http://www.nurseed.jp/

NPO 法人日本ラクテーション・ 
コンサルタント協会（JALC）主催
第 43 回「JALC 母乳 
育児支援学習会 in 東京」
日時：2018 年 1 月 28 日（日）9：00～
16：05
会場：シェーンバッハ・サボー（東
京都千代田区）
内容：例年秋開催「医師のための母
乳育児支援セミナー」の中から厳選
し内容を再編成したもの。
テーマ：健診の場での母乳育児支援
対象：母乳育児を援助する専門家

（助産師，看護師，保健師，医師，
歯科医師，栄養士など）の他，学
生，母乳育児支援団体認定リーダー
など母乳育児支援に興味のある方
プログラム（予定）：「1 か月健診（お
母さん編）：産後うつ，乳腺炎など」
涌谷桐子（産婦人科医 IBCLC）／「1
か月健診（赤ちゃん編）：母乳不足
感，補足など」長田郁夫（小児科医
IBCLC）／「3～4 か月健診（発育不全
など）」張尚美（小児科医 IBCLC）／

「6～7 か月健診と 9～10 か月健診
（補完食や鉄，ビタミン D など）」
大山牧子（新生児科医 IBCLC）／「産
後の母親の健康（薬，食事，不妊治
療など）」田中奈美（産婦人科医 IB-
CLC）
IBLCE継続教育単位および各学会
研修単位：ラクテーション・コンサ
ル タ ン ト 資 格 試 験 国 際 評 議 会

（IBLCE）継続教育単位申請予定
申 し 込 み 方 法：JALC 公 式 web

（http://jalc-net.jp）参照
申し込み期間：11 月 28 日（火）9：
00～1 月 4 日（木）23：59
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